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追加・修正した機能 

【司法書士版のみ】 

１．金融機関ごとに原因を初期設定する機能を追加しました。 

２．本人確認情報のテレビ会議で本人確認した場合の書類作成に対応しました。 

３．住宅金融支援機構の原因入力補助の機能を改修しました。 

４．原因証明情報の画面サイズを申請データと同様に最大化に対応しました。 

５．法定相続番号の桁数を任意に追加する機能を追加しました。 

【共通】 

６．単語登録の地目・種類の２文字のスペースを一括削除する機能を追加しました。 

７．物件台帳のインポートファイルで不動産番号が取り込めない不具合に対応しました。 

８．事件名と同様に事件管理番号の昇降順で表示するように修正しました。 

９．目的を削除した場合に管轄タブが移動する不具合に対応しました。 

【調査士版のみ】 

10．合筆登記（地役権あり）の申請データが正しく作成できない不具合に対応しました。  

11．調査士事件簿の初期値と動作を一部変更しました。 

【図面（オプション）】 

12．図面に法人事務所の事務所名と代表者の氏名を表示するように修正しました。  

13．附属建物に地下階があると求積結果が取り込めない不具合を修正しました。 

14．図面のオフセット関連の機能を追加・修正しました。 

15．データが不足時の建物図面起動時のエラーメッセージを修正しました。 

【マンション（オプション）】 

 16．別送内訳表に申請書の代理人と違う代理人が出力される現象を修正しました。 
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１．金融機関ごとに原因の初期値を設定する機能を追加 

 今回のバージョンから金融機関ごとに原因の初期を設定する機能を追加しました。 

 これまでは、利息と損害金のみ初期値を設定することができましたが、ご要望が多かったため機能追

加をしています。 

 

＜操作手順＞ 

⑴「設定」＞「単語設定」＞「原因・利息初期設定」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑵原因を選択し、登録ボタンをクリックして完了です。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶申請データ作成時に「抵当権者」として該当の金融機関を選択すると、原因選択時に初期値として設定

した原因が表示されます。 
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２．テレビ会議で本人確認を行った場合の本人確認情報の作成方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

➊作成ボタンをクリック 

➋テレビ会議の基本情報を設定します 

➌未作成ボタンから該当の情報を選択します 

➍面談した日時・場所・状況の行をクリックします 



不動産バージョンアップ情報(Ver2024.1114.0900) 

 

4 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➎入院（入所）の住所と名称を入力します 

➏面会方法と接続機器を入力します 

➐状況と同席者にひな形から該当のものを選択します 

➑決定をクリックします 

※キーワードを置き換えて文章が作成されます 
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➒空白の行をクリックします 

➓受取方法を選択します 

※受取方法によって確認した理由の文章も 

変わります 

⓫決定をクリックします 

※保管していた資料を同席者から受領を選択した場合 


